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１．電子ジャーナル統合リストA-to-Z 　→http://www.lib.u-ryukyu.ac.jp/ej/
琉球大学内からフルテキストにアクセスできる電子ジャーナルの統合リストです。（※洋雑誌のみ）（2006年10月現在　約10,300タイトル）　→A-to-Zの使い方
【例題１】「Nature」を検索してみよう

・琉大では何年から電子ジャーナルを利用できますか？：（　　　　　年から　　　　まで）
・利用できない年代の論文を入手するには？　→（　　　　）のリンクから琉大の所蔵を確認
【例題２】次の論文を読みたい。

1）Watanobe, T, Ishiguro, N, et al. J Mol. Evol. 55(2), 2002, pp.222–231.
2）Rood, John P. Male associations in a solitary mongoose. Animal Behaviour, 38(4),1989, pp.725-728
２．雑誌論文の探しかた（論文データベース）

　　☆図書館ホームページの「雑誌論文・記事」に琉球大学で利用できるデータベースの一覧があります。

　　☆同時アクセス数に制限のあるデータベースの場合、利用後は必ず「LOGOUT」をクリックして終了してください。
■ Web of Science ■　
全学術分野を対象に検索でき、論文単位での引用・被引用関係を調べることができるユニークなデータベース。（概ね1995年以降。約8,800誌）　→Web of Scienceの使い方
【例題３】Web of Scienceでキーワード「mongoose*」の文献を検索してみよう
　検索結果画面から


Sort機能･･･Times CitedでSortすると、よく引用された文献順で並び替え


Analyze機能･･･検索結果を分析。国別ランキング等


MARKED LIST･･･気になる論文をマークして後でまとめて出力

　詳細表示画面から


Cited References･･･著者が引用した引用文献リスト


Times Cited･･･この論文が他の論文に引用された回数


Related Records･･･1つ以上の共通の引用文献を持つ論文リスト
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■ BIOSIS Previes ■　
生物学分野の代表的なデータベース。（1995年以降。収録誌5,000強）　→BIOSIS Previewsの使い方
【例題４】BIOSIS Previewsでキーワード「turkey」の文献を検索してみよう

　BIOSISにユニークな検索項目


TAXONOMIC DATA, MAJOR CONCEPTS, CONCEPT CODE/HEADING等の専門的な検索項目がある

　詳細表画面からWeb of Science へのリンク機能あり


引用情報など様々なリンクを活用できる

■ CAB Abstracts ■
農学関連分野の代表的なデータベース。（1973年以降。約7,000誌）→CAB Abstractsの使い方
【例題５】CAB Abstractsでキーワード「mongoose*」の文献を検索してみよう

 CAB Abstractsにユニークな検索項目


CAB Thesaurus, CABI CODE等の専門的な検索項目がある

　詳細表画面からWeb of Science へのリンク機能あり


引用情報など様々なリンクを活用できる

■ Web of Knowledge ■ 

トムソンサイエンティフィック社が提供するデータベースの統合ポータル（入口）。

琉大では、Web of Science, BIOSIS Previews, CAB Abstracts, Journal Citation Repotrsが利用できる。

その他、PubMED, AGRICOLA 等の無料データベースとの統合検索も可能。（統合検索の場合は、検索範囲年に注意すること）
Web of Knowledgeのホームページで個人登録すると、次のような便利な機能を利用できます。
· My Journal Listの作成

· 保存された検索式リストのブラウズ

· アラートの設定や有効期限を一目で判断

· 文献管理・論文執筆支援ツールEndNote Webを利用



　★ ポイント ★ 　論文入手までの流れ





１．　　　　　　 があれば、フルテキスト（本文）まで読むことができる。


↓なければ


２．ISSNや雑誌名でA-to-Zを検索


　　↓なければ


３．蔵書OPACで琉大の所蔵を検索


　　↓なければ


４．WebcatPlusで他大学の所蔵を確認し、ILLで論文のコピーを取り寄せる








☆リンクボタンがない場合でも、電子ジャーナルが利用可能なものもあります。A-to-Zで確認しましょう。
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